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作による attack angle の増大と、それに伴う指（MP）関節における反力トルクの軽減および指外在筋の同時収縮量
の減少、である。本研究の結果は、長期的な運動訓練と多関節運動制御方略および運動効率との関係について新知見
を提供しており、学術的に重要な貢献を為したと判断される。また、本研究の結果は、腱鞘炎や手根管症候群などの
酷使症候群や難治性の神経疾患である局所筋ジストニアなどのピアニストに多発する障害の予防と発生機序解明に
も繋がる情報が提示されている点は臨床的にも重要な示唆を与えたと考えられる。よって、本研究は、博士（医学）
の学位授与に値する物と認める。 
